































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































自然科学的データから気候の歴史的な変動を分析したMoberg et al. 2005などがある。




被害があり、寒波は東地中海沿岸の地域一帯に被害をもたらしたことが推測される［Ibn Qāḍī Shuhba 1, 413］。
5 黒死病の基礎的研究については、Dols 1977を参照。また、黒死病発生以降、エジプトとシリアで発生したペスト
を含む疫病については、B. ショシャンがまとめている［Shoshan 1981, 395–403］。
6 例えば、1419–20年に流行したペストは、ビルバイスで1000人、シャルキーヤ県バルダイン村で500人、ガルビー
ヤ県ダイルートで3000人の死者を出したことが年代記に記録されている［Sulūk 4, 486］。











9 Khiṭaṭ 1, 655–675.





12 Tuḥfaと同類の書として、同じくマムルーク朝期にイブン・ドゥクマーク Ibn Duqmāq （1406年没）によって著され

































1550年頃には38万5千人程度に回復していたとするクラルゲらの研究［Clerget 1934; Abu-Lughod 1971］、カイロ
の公衆浴場数から年人口の算出を試みたレイモンの研究などがある［Raymond 1975; idem 1984］。他方、エジプト
の人口を税収高と耕地面積から算出したラッセルの研究は、中世エジプトの人口を、400～420万人と見積もる
［Russell 1969］。














26 例えば、DT 933, nos. 72, 74, 79。
27 Sato 1997, 211–220; idem 2015, 26–30.なお、佐藤は、サトウキビ栽培が上エジプトに広まっていったのは12世紀で
あるとする。
28 単位としては、容量単位であるイルダッブ（irdabb）で示される。
29 佐藤 1986, 335–336. なお、ひこばえのサトウキビの収穫後は、地力の回復のため、連作をさけ、休耕などが必要で
あった。
30 サトウキビ栽培衰退の要因について、アシュトールは製糖技術の停滞を、佐藤は政治腐敗とペストの流行をあげる










33 砂糖貿易に対する規制については、Darrag 1961, 146–151を参照。また、佐藤は、バルスバーイの一連の貿易規制













の研究については、Kato 1992や加藤 1995を参照。また、Lewicka 2011や尾崎 2016のような食文化研究も、栽培作
物の選択の問題を考えるうえで重要な役割を果たすであろう。
39 Suluk 3, 12
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